
「
全
分
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

原

卓
　
　
志

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
中
国
に
お
け
る
「
全
分
」

二
、
日
本
に
お
け
る
「
全
分
」

三
、
「
詮
分
」
　
に
つ
い
て

む
す
び

は

じ

め

に

国
語
に
お
け
る
漢
語
受
容
の
歴
史
を
考
察
す
る
上
で
、
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
次
の
よ
う
な
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
。先
ず
、
中
国
に
お
い
て
当
該
漢
語
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
。
又
、
そ
の
漢
語
が
漢
籍
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の

か
、
仏
典
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。
或
い
は
、
中
国
に
お
い
て
そ
の
漢
語
が
、
文
章
語
的
な
性
格
を
有
す
る
の
か
、
口
頭
語
的
な
性

格
を
有
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
間
題
は
、
漢
語
の
出
自
と
性
格
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
日
本
に

「
全
分
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
九
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一
二
〇

お
け
る
使
用
実
態
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
第
二
に
、
日
本
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
当
該
漢
語
の
意

味
・
用
法
が
、
中
国
に
お
け
る
意
味
・
用
法
と
同
様
で
あ
る
の
か
、
又
は
、
意
味
・
用
法
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
か
。
変
化
が
見
ら
れ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
つ
頃
の
こ
と
な
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
間
題
に
関
し
て
は
、
意
味
変
化
・
用
法
変
化
の
理
由
を
も
考
慮
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
同
義
・
類
義
の
和
語
・
漢
語
を
含
め
た
語
彙
の
中
で
、
当
該
漢
語
の
占
め
る
位
置
と
い
う
も
の
を
明
ら
か
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
察
し
て
、
日
本
に
お
け
る
漢
語
の
受
容
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
段
階
は
、

多
く
の
漢
語
の
意
味
・
用
法
の
変
化
を
総
合
的
に
考
察
し
て
い
く
よ
う
な
状
態
で
は
な
く
、
個
々
の
漢
語
に
つ
い
て
、
意
味
・
用
法
を
検
討

し
っ
つ
、
そ
の
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
段
階
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

右
の
よ
う
な
考
え
に
従
っ
て
、
国
語
に
お
け
る
漢
語
副
詞
に
つ
い
て
考
究
す
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
た
い
が
、
本
稿
で
は
そ
の
一
段

階
と
し
て
、
漢
語
「
全
分
」
を
取
り
上
げ
て
、
中
国
に
お
け
る
意
味
を
検
討
し
た
後
、
日
本
に
お
け
る
使
用
実
態
の
把
握
に
つ
と
め
た
い
と

思
う
。

一
、
中
国
に
お
け
る
「
全
分
」

中
国
古
典
の
内
、
漢
籍
で
は
「
全
分
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
僅
か
に
次
の
例
を
見
出
し
た
に

過
ぎ
な
い
。

○
小
雨
農
光
内
、
初
末
葉
上
聞
。

霧
交
線
演
レ
地
、
風
折
旋
障
レ
雲
。

暫
起
柴
刑
色
、
軽
露
鳥
獣
群
。

寮
香
山
一
半
、
亭
午
未
二
全
分
一
。

（
杜
甫
・
展
雨
）



○
爾
乃
、
曝
二
林
崖
－
、
出
二
泉
洞
－
。

遅
日
徐
樽
、
和
風
緩
送
。

棺
変
二
廻
鸞
一
、
到
到
二
舞
鳳
一
。

戯
蝶
時
遠
、
嬬
鷺
欲
レ
弄
。
　
　
　
（
張
何
・
萄
江
春
日
文
君
濯
錦
賦
）

こ
れ
ら
の
例
は
、
「
す
べ
て
分
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
仏
典
で
は
多
く
の
文
献
に
「
全
分
」
の
使
用
例
が
見
ら
れ
、
意
味
も
漢
籍
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

①
経
部
諸
師
作
二
如
レ
是
説
一
。
随
レ
所
二
期
限
一
支
具
不
具
及
到
矧
一
分
皆
得
二
不
律
儀
一
。
（
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
巻
第
十
五
・
7
9
上
）

②
脛
部
諸
師
作
二
如
レ
是
説
一
。
随
三
造
悪
人
心
所
二
期
限
－
。
或
具
二
七
草
。
或
不
レ
具
レ
七
。
就
二
一
支
中
一
。
或
於
二
境
到
到
一
。
或
於
二
措
二

分
一
。
皆
得
＝
不
律
儀
一
。
（
倶
舎
論
記
巻
第
十
五
・
2
3
4
中
）

③
此
明
三
撃
心
得
二
四
心
一
也
。
初
入
二
見
道
垂
於
撃
心
一
。
以
二
無
漏
準
離
二
欲
染
一
時
。
得
二
二
化
心
一
。
離
二
色
染
蒔
得
二
無
色
華
。
若

離
二
二
界
染
姦
通
二
其
創
剣
H
。
（
倶
舎
論
疏
巻
第
七
・
5
8
2
下
）

④
離
欲
界
欲
者
。
謂
由
伏
封
治
力
。
或
少
分
離
欲
或
創
剣
離
欲
。
（
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
巻
第
八
・
7
3
0
中
）

⑤
十
二
少
分
苦
苦
所
レ
掻
。
一
切
支
中
有
＝
苦
受
一
散
。
十
二
到
斜
行
苦
所
レ
撮
。
諸
有
漏
法
皆
行
苦
故
。
（
成
唯
識
論
巻
第
八
．
4
4
中
）

⑥
何
等
一
分
棟
。
謂
所
有
法
薙
界
虞
所
掻
但
掻
一
分
非
徐
。
應
知
一
分
掻
。
何
等
具
分
掻
。
謂
所
有
法
羅
界
虞
所
掻
。
能
掻
全
l
増
應

知
具
分
横
。
（
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
巻
第
三
・
m
上
）

⑦
述
日
。
第
二
繹
妨
。
三
劫
分
賛
・
成
・
満
位
故
。
無
漏
執
心
初
起
・
無
間
・
囲
満
別
故
。
現
起
三
障
多
分
・
少
分
・
全
創
剣
無
故
。

（
成
唯
識
論
述
記
巻
第
十
末
・
即
中
）

⑧
創
剣
及
一
分
者
。
謂
聖
分
事
及
遍
満
事
。
始
終
一
取
境
中
綿
遍
線
名
到
剣
。
緑
一
分
事
名
一
分
。
（
琢
伽
論
記
巻
第
一
下
．
3
3
3
中
）

⑨
景
云
。
初
小
分
多
分
創
剣
離
十
悪
行
薦
三
十
善
。
於
上
中
下
悪
行
中
唯
離
下
品
名
小
分
。
若
離
下
中
二
品
名
鵠
多
分
。
若
具
離
三
品

「
全
分
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
≡
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名
全
分
。
（
玲
伽
論
記
巻
第
十
四
上
・
6
1
8
上
）

⑩
細
准
而
言
。
有
自
他
共
。
創
到
一
分
。
有
健
無
燈
。
思
之
可
悉
。
恐
繁
不
述
。
（
因
明
大
正
理
論
疏
巻
下
・
1
3
5
上
）

⑪
又
云
如
一
．
一
業
各
有
十
種
。
謂
一
自
作
。
二
教
他
。
三
慶
慰
。
四
随
喜
。
五
少
分
。
六
多
分
。
七
創
剣
。
八
少
時
。
九
長
時
。
十
歳

毒
。
放
鳥
百
業
。
（
金
光
明
最
勝
王
経
疏
巻
第
六
・
3
3
7
下
）

⑫
三
徳
離
九
三
智
亦
爾
。
是
政
三
徳
輿
三
般
若
及
諸
三
法
。
皆
同
一
健
而
立
異
名
。
悉
是
法
界
之
創
剣
也
。
故
今
三
字
亦
喩
三
智
。

（
金
光
明
経
玄
義
拾
遺
記
巻
第
二
・
2
2
上
）

⑬
疏
。
後
三
以
分
爵
位
等
者
。
不
下
以
二
五
道
一
而
彰
中
位
名
上
。
但
以
二
修
等
少
分
多
分
創
剰
不
同
一
分
二
三
位
也
。

（
成
唯
識
論
演
秘
巻
第
七
本
・
9
5
8
下
）

⑭
謂
十
業
道
中
各
有
三
自
作
・
教
他
・
讃
傲
・
慶
慰
・
少
分
・
多
分
・
到
矧
・
少
時
・
多
時
・
及
輿
二
重
芦
。

（
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
巻
第
五
未
・
7
4
6
上
）

⑮
損
減
有
二
。
二
顎
坤
。
練
撥
一
切
因
果
法
。
≡
分
。
或
執
外
語
内
。
或
執
小
誇
大
。
非
撥
一
切
都
無
有
也
。
創
剣
邪
見
若
起
即
失

戒
。
綿
撥
因
果
即
退
菩
提
。
故
若
費
言
語
唯
得
性
罪
。
無
戒
可
犯
不
名
犯
戒
。
（
菩
薩
戎
本
疏
巻
上
・
6
6
9
上
）

⑱
四
分
二
戒
長
短
並
通
到
剣
。
皆
得
接
俗
之
教
。
（
四
分
律
行
事
紗
資
持
記
巻
上
一
上
・
1
6
6
上
）

⑰
壇
中
所
有
妙
賓
梯
　
是
即
表
於
勝
道
智
　
壇
中
創
剣
理
堵
者
　
即
表
全
断
諸
煩
悩
　
（
一
切
秘
密
最
上
名
義
大
数
王
儀
軌
巻
下
・
5
4
0
上
）

⑩
又
此
法
者
薦
得
道
利
剣
剣
因
縁
。
是
故
復
名
眞
善
知
識
。
如
昔
阿
難
白
悌
言
。
世
尊
。
善
知
識
者
。
於
得
道
利
作
半
因
縁
。
悌
言
。

不
也
。
善
知
識
者
。
即
是
得
道
到
剰
因
縁
。
阿
難
常
知
。
（
付
法
蔵
因
縁
伝
巻
第
六
・
3
2
2
上
）

仏
典
に
お
け
る
「
全
分
」
は
、
漢
訳
仏
典
か
ら
仏
典
注
釈
書
ま
で
広
い
範
囲
の
文
献
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
場
合
「
一
分
」
「
小
（
少
）

分
」
「
多
分
」
と
い
う
言
葉
と
共
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
部
分
」
に
対
す
る
「
全
体
」
の
意
味
、
或
い
は
「
す
べ
て
の
も
の
」
の
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
又
、
⑰
⑱
の
例
の
よ
う
に
、
名
詞
を
修
飾
し
て
「
す
べ
て
の
…
…
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
も
の
も



あ
る
。漢
籍
と
仏
典
で
は
こ
の
よ
う
に
「
全
分
」
の
意
味
・
用
法
に
お
い
て
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
漢
籍
で
は
「
分
」
が
「
分
け
る
」
意
味

の
動
詞
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
仏
典
で
は
「
分
」
が
「
一
部
分
」
の
意
味
の
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
全
体
を

指
し
示
す
意
味
で
「
全
分
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
典
に
お
け
る
「
全
分
」
は
、
「
す
べ
て
の
分
」
と

い
う
意
味
を
原
義
と
し
て
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
「
全
体
・
全
部
」
「
す
べ
て
の
…
⊥
の
よ
う
な
意
味
が
派
生
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
日
本
に
お
け
る
「
全
分
」

平
安
時
代
、
「
全
分
」
と
い
う
言
葉
は
諸
種
の
文
献
に
広
く
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
使
用
さ
れ
る
場
面
は
限
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

管
見
に
入
っ
た
例
は
、
仏
教
教
学
の
中
で
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
仏
典
の
意
味
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
放
言
百
福
〔
…
…
沼
云
…
…
又
如
〓
業
各
有
十
種
二
自
作
。
二
教
他
。
三
慶
慰
。
四
随
喜
。
五
少
分
。
六
多
分
。
七
創
増
八

少
時
。
九
長
時
。
十
重
等
。
放
鳥
百
業
。
具
如
彼
也
。
〕
（
金
光
明
最
勝
王
経
玄
梶
巻
第
十
・
7
1
0
下
）

○
間
。
二
乗
之
人
断
二
根
障
無
知
毎
赤
揮
滅
一
耶
。
解
云
。
勝
緑
究
章
永
閲
之
位
方
得
二
非
揮
一
。
二
乗
之
人
唯
断
二
小
分
東
レ
断
二
到
分
l
一
。

是
故
不
レ
得
。
唯
悌
世
尊
究
寛
断
轟
。
故
得
二
非
揮
一
。
（
法
苑
義
鎮
巻
第
四
・
2
1
5
中
）

右
に
掲
げ
た
例
の
ご
と
く
、
中
国
仏
典
に
見
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
「
小
（
少
）
分
」
「
多
分
」
等
と
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
又
、
「
す
べ

て
の
も
の
」
、
「
部
分
」
に
対
す
る
「
全
体
」
の
意
味
の
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
第
一
例
日
の
「
金
光
明
最
勝
王
経
玄
梶
」
の
例
は
、

「
沼
云
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
慧
沼
の
「
金
光
明
最
勝
王
経
疏
」
（
先
掲
⑪
例
）
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
慧
沼
の
「
疏
」
の
引
用
に
よ

る
「
全
分
」
の
例
は
、
明
石
「
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
巻
第
十
」
に
も
見
ら
れ
る
。
又
、
真
興
の
「
唯
識
義
私
記
」
に
は
窺
基
の
「
成
唯

識
論
述
記
」
等
の
引
用
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
「
全
分
」
の
例
が
あ
る
。

「
全
分
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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四

こ
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
仏
書
に
見
ら
れ
る
「
全
分
」
に
は
、
中
国
の
仏
典
・
仏
典
注
釈
書
か
ら
引
用
し
た
「
全
分
」
の
例
が
多
く
存

在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仏
教
教
理
を
究
め
る
た
め
に
参
考
に
し
、
研
究
し
た
仏
典
・
仏
典
注
釈
書
か
ら
、
平
安
時
代
の
学
僧
の
間
に

「
全
分
」
と
い
う
語
が
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
こ
の
時
代
の
公
家
日
記
や
古
文
書
に
は
、
平
安
時
代
末
ま
で
「
全
分
」
の

用
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
「
全
分
」
は
中
国
よ
り
仏
典
・
仏
典
注
釈
書
中
の
言
葉
と
し
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平

安
時
代
に
は
専
ら
仏
教
語
と
し
て
の
専
門
用
語
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

古
文
書
に
「
全
分
」
の
例
が
見
ら
れ
る
の
は
、
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た
も
の
で
最
も
古
い
例
を
次
に
掲
げ
る
。

○
件
庄
云
田
云
島
、
倶
是
本
寺
所
領
也
。
然
至
千
島
者
、
国
家
不
令
知
之
、
至
千
田
者
、
収
公
及
創
珂

（
平
安
遺
文
八
九
五
四
）
近
江
国
愛
智
荘
司
等
解
・
康
平
三
年
）

意
味
は
、
仏
典
に
お
け
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
「
す
べ
て
の
も
の
」
の
意
で
あ
る
。

院
政
期
以
降
も
、
仏
典
に
見
ら
れ
た
「
全
分
」
を
継
承
し
た
と
思
わ
れ
る
例
が
、
仏
教
関
係
の
文
献
に
見
ら
れ
る
。

○
今
以
之
合
法
以
生
死
苦
報
鳥
海
、
以
五
篇
七
衆
戒
喩
浮
嚢
、
以
煩
悩
結
使
喩
羅
剃
女
、
以
創
到
浮
嚢
与
鬼
女
如
破
四
重
根
本
戒
、
与

半
分
如
破
十
三
僧
残
戒
、
乃
与
女
手
許
如
破
突
吉
羅
罪
、
設
錐
小
成
破
之
能
沈
生
死
海
、
（
本
覚
讃
釈
）

○
此
ノ
理
趣
経
ハ
、
大
般
若
ノ
理
趣
分
ト
申
ヲ
ハ
、
塁
己
師
ハ
ト
カ
ム
ル
事
ナ
レ
ト
モ
、
文
言
到
剣
相
ヒ
似
タ
リ
、
ス
へ
テ
顧
経
ノ
密
蔵

分
ヲ
サ
シ
テ
要
旨
教
ト
云
事
ハ
常
ノ
事
也
、
…
…
濯
頂
愛
冠
ナ
こ
カ
シ
ナ
ン
ト
云
テ
、
文
句
、
到
剣
理
趣
分
ニ
ア
マ
リ
似
タ
ル
ト
キ
二
、

埋
趣
分
ノ
疏
ヲ
披
テ
見
タ
リ
シ
カ
ハ
其
モ
大
旨
只
同
シ
鉢
也
、
（
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
上
凱
～
4
0
0
）

（
マ
マ
）

○
此
諸
晶
申
分
夢
主
段
一
。
初
之
言
相
即
当
二
序
分
一
。
現
相
晶
下
是
正
宗
分
。
流
通
有
無
諸
釈
不
同
。
惑
経
来
不
レ
尽
。
或
後
之
二
偽
。

或
惣
無
二
流
通
一
。
或
第
九
会
文
殊
出
閣
下
末
会
創
到
以
夢
一
流
通
一
。
（
華
厳
法
界
義
鎮
巻
下
）

（1）

「
本
覚
讃
釈
」
は
、
源
信
作
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
未
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
成
立
と
み
て
、
こ
こ
に
掲
げ
た
。
「
全
分

の
浮
嚢
を
も
っ
て
鬼
女
に
与
え
る
」
と
い
う
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
名
詞
を
修
飾
し
た
「
す
べ
て
の
…
…
」
の
意
味
の
「
全
分
」
で
あ



る
と
解
釈
さ
れ
る
。
「
光
言
句
義
釈
聴
集
記
」
の
二
例
は
、
「
文
言
の
全
分
は
」
「
文
句
の
全
分
は
」
と
い
う
解
釈
を
施
せ
ば
「
す
べ
て
の
も
の
」

の
意
味
の
「
全
分
」
の
例
と
見
ら
れ
る
が
、
な
お
、
「
こ
と
ご
と
く
相
ひ
似
た
り
」
「
こ
と
ご
と
く
似
た
る
」
の
よ
う
に
も
解
釈
す
る
こ
と
が

で
き
、
副
詞
的
に
使
用
さ
れ
た
「
全
分
」
の
例
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
華
厳
法
界
義
鏡
」
の
例
は
、
「
末
会
の
全
分
を
以
て
」
と
い
う

文
脈
で
、
「
す
べ
て
の
も
の
」
の
意
味
の
名
詞
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。
「
す
べ
て
の
…
…
」
と
い
う
意
味
の
名
詞
を
修
飾
す
る
「
全
分
」
、
「
す

べ
て
の
も
の
」
の
意
味
の
名
詞
の
「
全
分
」
は
中
国
の
仏
典
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
光
言
句
義
釈
聴
集
記
」
の
例
が
副
詞
的
な
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
．
こ
の
よ
う
な
「
全
分
」
の
用
法
は
日
本
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
中
世
に
入
っ
て
新
た
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

公
家
日
記
・
古
文
書
に
使
用
さ
れ
た
「
全
分
」
の
例
を
調
査
す
る
と
、
「
す
べ
て
の
も
の
」
の
意
味
で
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
例
は
、
次

の
例
を
見
出
し
得
た
の
み
で
あ
る
。

○
素
意
姦
奉
悉
地
、
捧
其
創
剣
、
奉
祈
　
繹
定
法
皇
、
蓬
来
殿
上
、
日
日
之
影
鎮
遅
、
功
徳
林
中
、
霧
露
之
気
長
賓
、

（
平
安
遺
文
八
二
〇
五
九
）
藤
原
清
衡
立
願
文
案
・
天
治
三
年
）

こ
れ
に
対
し
て
、
副
詞
的
に
使
用
さ
れ
た
「
全
分
」
の
例
は
次
の
よ
う
に
多
く
見
ら
れ
る
。

○
御
修
理
更
無
不
日
之
功
、
此
条
鵠
朝
家
不
便
、
薦
台
嶺
無
益
、
併
今
度
山
務
之
詮
一
国
止
口
入
、
到
剣
被
修
理
、
観
厳
可
用
其
雑
掌

之
由
、
存
固
候
也
、
（
鎌
倉
遺
文
八
四
三
七
二
）
尊
性
法
親
王
書
状
・
貞
永
元
年
）

○
上
乗
院
御
所
之
御
気
色
之
趣
、
到
矧
符
合
干
愚
意
候
、
返
々
恭
候
、
（
鎌
倉
遺
文
八
七
五
九
八
）
湛
空
書
状
案
・
建
長
五
年
）

○
拝
堂
之
時
、
酒
肴
等
創
剣
略
之
、
（
鎌
倉
遺
文
八
一
四
二
六
四
）
東
寺
凡
僧
別
当
拝
堂
用
途
注
文
・
弘
安
四
年
）

○
行
隆
云
、
…
二
者
、
南
都
僧
徒
等
申
請
、
大
和
輿
如
レ
元
、
到
剣
被
レ
付
レ
寺
者
、
金
堂
、
井
築
垣
等
、
試
可
二
相
励
「
之
由
所
レ
申
也
、

可
レ
被
二
裁
許
一
哉
否
、
如
何
、
（
玉
葉
・
治
承
五
年
三
月
二
十
一
日
）

○
宗
頼
朝
臣
申
、
制
符
之
内
、
放
免
装
束
、
剰
到
可
レ
停
二
止
風
流
乏
由
、
誤
而
書
下
了
、
（
玉
葉
・
建
久
二
年
四
月
九
日
・
国
書
刊
行
会

「
全
分
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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（2）

刊
の
本
文
で
は
「
余
分
」
　
に
作
る
が
、
陽
明
文
庫
本
・
広
橋
家
旧
蔵
本
で
は
「
全
分
」
　
に
作
る
）

○
又
諸
国
市
酒
、
創
到
可
二
停
止
乏
由
云
云
。
（
吾
妻
鏡
・
建
長
四
年
九
月
三
十
日
）

一
二
六

○
如
何
健
風
情
に
て
も
可
出
来
者
、
随
計
承
可
有
沙
汰
候
、
如
何
候
へ
き
、
全
分
間
理
非
、
武
家
不
計
申
之
外
、
被
略
勅
使
、
被
止
御

幸
な
と
健
二
被
仰
之
段
者
、
（
園
太
暦
・
貞
和
元
年
七
月
二
十
三
日
）

○
凡
丹
年
不
知
行
之
在
所
錐
小
分
先
到
来
可
謂
天
輿
乎
、
千
秋
万
歳
祝
著
創
剣
相
繚
而
可
納
所
者
也
、（
実
隆
公
記
・
長
享
三
年
二
月
十
日
）

右
に
掲
げ
た
例
に
見
ら
れ
る
「
全
分
」
は
、
連
用
修
飾
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
は
「
こ
と
ご
と
く
」
「
す
べ
て
」
と
解
釈
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
は
先
の
「
光
言
句
義
釈
聴
集
記
」
　
の
二
例
が
副
詞
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
下

に
打
ち
消
し
表
現
を
伴
っ
て
「
ま
っ
た
く
」
　
の
意
味
の
陳
述
副
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

○
但
シ
今
生
ハ
サ
テ
ア
リ
ナ
ム
、
浄
土
ニ
テ
知
ラ
ム
ト
云
モ
ア
マ
リ
事
也
、
サ
レ
ハ
創
矧
知
ラ
サ
ラ
ム
モ
ワ
ル
シ
、
タ
ゝ
ヨ
キ
ホ
ト
ニ

知
へ
キ
也
、
（
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
上
6
8
）

○
諸
法
ハ
カ
リ
こ
テ
空
ナ
リ
ト
云
ヲ
聞
テ
全
分
売
キ
コ
サ
ン
ナ
レ
ト
云
ハ
是
レ
損
減
語
ナ
リ
、
（
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
下
1
4
6
）

○
年
来
ハ
、
或
ハ
倶
舎
の
撃
文
と
い
ひ
、
或
い
と
ま
な
く
候
て
、
未
終
功
候
、
探
玄
記
一
部
ハ
既
に
功
終
候
了
、
又
演
義
抄
廿
絵
巻
・

大
疏
少
々
料
簡
了
、
刊
定
記
・
貞
元
疏
等
、
到
分
l
未
懸
手
候
、
五
教
章
等
ノ
別
章
ハ
年
来
相
侍
仕
て
候
也
、

（
鎌
倉
達
文
八
一
五
八
〇
）
僧
成
埠
周
堺
書
状
二
九
久
二
年
）

○
仁
治
二
年
六
月
廿
七
日
、
粉
川
寺
僧
徒
○
（
数
十
人
）
帯
兵
具
、
引
率
百
姓
、
名
手
庄
行
向
〓
一
之
井
口
、
落
南
井
井
打
破
樋
穿
溝
、

創
剣
不
令
通
用
水
、
（
鎌
倉
遺
文
八
五
九
一
二
）
金
剛
峯
寺
衆
徒
陳
状
土
代
・
仁
治
二
年
）

○
普
宮
御
炎
上
之
時
、
去
年
差
下
府
使
、
加
安
検
候
之
後
、
社
家
到
矧
無
被
相
席
旨
候
之
間
、
造
管
之
次
第
、
末
承
及
候
、

（
鎌
倉
遺
文
八
九
七
九
〇
）
平
井
為
文
請
文
案
・
文
永
四
年
）



○
且
両
度
御
請
文
分
明
之
上
者
、
国
司
定
無
緩
怠
之
儀
候
欺
之
由
、
被
思
食
之
虞
、
創
刺
子
今
無
沙
汰
之
由
、
社
家
令
申
候
、
事
費
候

者
、
不
便
事
候
、
（
鎌
倉
遺
文
八
二
一
九
四
）
亀
山
天
皇
給
旨
・
文
永
十
年
）

○
於
近
年
者
、
大
略
依
烏
毎
年
之
炎
早
、
錐
無
本
式
之
分
、
以
預
所
御
得
分
之
内
、
令
究
済
之
間
、
都
以
無
未
進
之
虞
、
於
去
年
者
、

預
所
御
得
分
封
剣
無
上
者
、
依
無
可
沙
汰
入
之
方
、
頻
所
歎
申
入
也
、（
鎌
倉
遺
文
八
一
三
〇
五
九
）
大
和
窪
荘
百
姓
等
申
状
・
弘
安
元
年
）

○
次
於
去
年
分
者
、
得
氏
女
之
語
、
宮
馬
場
大
進
殿
被
押
領
候
間
、
始
中
終
、
全
l
到
不
遂
収
納
候
、

（
鎌
倉
遺
文
八
二
〇
一
七
六
）
春
打
権
神
主
経
清
請
文
案
・
正
安
元
年
）

○
又
近
木
郷
地
頭
方
御
年
貢
内
、
三
昧
分
大
般
若
料
七
石
二
斗
井
変
等
、
錐
被
支
配
、
去
々
年
者
、
最
少
分
下
行
、
去
年
者
創
剣
無
下

行
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎌
倉
遺
文
〈
二
三
≡
四
〉
紀
伊
天
野
社
三
昧
申
状
事
書
案
・
徳
治
三
年
）

○
両
年
条
、
其
答
不
軽
虞
、
剰
至
去
年
分
者
五
十
徐
貫
進
納
外
、
創
分
l
不
致
其
弁
上
者
、
早
任
被
定
置
法
、
欲
被
虞
御
下
知
違
背
罪
科
、

（
鎌
倉
遺
文
八
二
四
五
六
一
）
東
大
寺
学
侶
等
申
状
土
代
・
応
長
二
年
）

○
寂
琳
房
、
尊
浄
房
な
と
ハ
、
到
剣
一
度
も
不
音
信
候
、
自
是
も
無
指
事
候
間
、
一
向
不
申
候
、

（
鎌
倉
遺
文
八
二
六
五
一
八
）
益
性
法
親
王
書
状
・
文
保
二
年
）

○
近
年
所
済
代
銭
三
十
貫
文
、
但
文
永
七
年
以
来
寄
事
於
蒙
古
人
、
全
到
矧
無
所
済
、
而
弘
安
三
年
十
五
貫
文
済
之
、
近
年
一
向
無
之
、

（
鎌
倉
遺
文
八
二
九
〇
六
九
）
最
勝
光
院
荘
園
目
録
案
・
正
中
二
年
）

○
未
進
の
御
事
う
け
給
候
了
、
せ
め
い
た
し
候
て
ま
い
り
候
ハ
ん
と
、
か
ま
へ
こ
と
い
た
し
候
へ
と
も
、
せ
ん
ふ
ん
か
う
こ
な
ら
す
候

間
、
い
ま
ゝ
て
せ
め
い
た
し
ゑ
す
候
事
、
な
け
き
存
候
、
（
鎌
倉
遺
文
（
三
二
〇
三
四
）
ゆ
L
や
う
書
状
・
正
慶
二
年
）

○
此
間
依
遠
国
候
、
到
矧
不
得
便
宜
候
て
不
申
入
候
之
候
、
殊
以
背
本
意
候
、（
南
北
朝
遺
文
九
州
篇
八
二
五
八
八
）
琳
豪
書
状
・
貞
和
五
年
）

「
全
分
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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○
頼
方
下
向
、
全
分
不
舛
東
西
之
物
候
、
未
練
之
至
雄
心
苦
候
、
以
菅
好
参
申
候
欺
、

（
南
北
朝
遺
文
九
州
篇
八
四
五
五
〇
）
藤
原
顕
方
書
状
・
正
平
十
九
年
）

○
水
中
車
馬
令
適
者
、
錐
無
浮
橋
可
有
御
出
、
但
到
分
l
無
沙
汰
不
可
然
、
近
連
用
意
浮
橋
具
可
候
之
由
有
仰
、

（
勘
仲
記
・
建
治
二
年
七
月
二
十
日
）

○
卯
剋
許
日
吉
神
輿
〔
十
禅
師
、
八
王
師
、
客
人
宮
〕
井
祇
園
京
極
寺
赤
山
等
奉
振
、
内
裏
門
々
守
護
武
士
到
到
無
人
、
佃
任
意
奉
振
、

（
勘
仲
記
・
弘
安
六
年
正
月
六
日
）

○
勅
書
云
、
…
御
参
上
者
、
何
可
及
子
細
候
哉
、
然
而
近
日
南
都
形
勢
、
創
剣
不
及
是
非
之
分
別
候
欺
、

（
園
太
暦
・
康
永
三
年
十
一
月
二
十
六
日
）

○
博
聞
、
吉
野
悉
没
落
、
到
剰
無
人
、
矢
倉
少
々
相
残
、
懸
火
之
虞
、
件
飴
煩
移
蔵
王
堂
、
悉
成
灰
燵
云
々
、

（
園
太
暦
・
貞
和
四
年
二
月
三
日
）

○
念
可
有
渡
御
勒
修
寺
亭
虞
。
彼
在
所
以
外
荒
腰
。
剰
簾
敷
設
等
到
剣
無
之
式
也
。
（
滞
済
准
后
日
記
・
応
永
二
十
三
年
七
月
五
日
）

○
巳
道
場
周
備
之
由
頼
全
参
申
間
、
予
着
浄
衣
入
道
場
了
。
然
壇
上
供
物
創
矧
不
及
塀
借
。
以
外
無
沙
汰
健
也
。

（
滞
済
准
后
日
記
・
永
享
二
年
正
月
一
日
）

○
此
間
密
々
藤
中
納
言
入
道
〔
割
書
略
〕
永
宣
〔
割
書
略
〕
等
自
閑
路
参
入
奉
仕
御
装
束
事
、
〔
装
束
師
不
堪
其
事
之
時
毎
度
例
也
、
但
聯
其

人
可
介
酌
之
虞
封
剰
無
其
儀
、
不
可
然
欺
〕
（
実
隆
公
記
・
長
享
二
年
五
月
十
五
日
）

こ
の
他
に
、
名
詞
を
修
飾
し
て
「
ま
っ
た
く
の
…
…
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
も
の
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
或
一
向
無
骨
之
僧
俗
、
集
居
張
行
無
益
之
戯
笑
、
或
創
剰
下
聾
之
同
類
、
寄
合
猥
催
高
聾
之
乱
舞
、
傍
若
無
人
之
至
、

（
南
北
朝
遺
文
中
国
四
国
篇
八
二
七
二
二
）
鰐
淵
寺
大
衆
條
々
連
署
起
請
文
案
・
正
平
十
年
）

○
横
内
塀
作
法
も
何
も
無
正
髄
候
、
公
事
陵
遅
、
言
語
道
断
候
、
奉
行
職
事
等
到
剰
未
練
不
可
説
事
候
、
末
代
至
極
候
、



（
園
太
暦
・
貞
和
二
年
正
月
二
日
）

○
可
為
朝
分
l
稽
古
之
儀
上
者
、
不
可
妨
候
哉
、
子
細
欺
候
ハ
L
と
ハ
存
候
ハ
ね
と
も
、
若
強
傍
難
な
と
も
や
と
存
候
間
中
候
也
、

（
園
太
暦
・
延
文
四
年
四
月
五
日
）

○
脛
供
養
表
白
草
道
底
山
寺
了
、
創
矧
草
案
不
可
説
物
也
、
（
実
隆
公
記
・
長
享
二
年
五
月
十
九
日
）

以
上
の
よ
う
な
、
公
家
日
記
・
古
文
書
に
見
ら
れ
る
「
全
分
」
の
用
例
数
を
用
法
・
意
味
別
に
時
代
順
に
分
類
す
る
と
、
次
の
表
の
よ
う

に
な
る
。
な
お
表
中
の
明
月
記
・
古
文
書
で
括
弧
を
付
し
た
も
の
は
「
詮
分
」
と
表
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
「
全
分
」
の
例
と

時

〇五〇五〇五 代
〇〇〇〇〇〇

実
隆

園
太
古
文

園
太 連

公
記

1

暦

1

書

・
1

暦

1

体
修
飾

実 園 吾古 （明
月
記
）

（古
文
書
）

玉 ナ

連
用
修
飾

隆
公
記

太
暦
妻
鏡
文
書

葉

2

」
と
ご
と

1 1 13 33
く

実 満 園古 園古 勘古 （明
月
記
）

1

古
文
書

2

陳
述
副
詞

隆 済 太文 太文 中′1文
公
記

1

准
后
日
記

3

暦

5

書

2

暦

12

書

14

記

3

書

8

「
全
分
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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し
て
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
。

見
出
し
得
た
「
全
分
」
の
用
例
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
に
つ
い
て
は
な
お
慎
重
を
要
す
る
が
、
以
下
に
は
こ
の
表
か
ら
考

え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。
先
ず
、
連
用
修
飾
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
全
分
」
の
う
ち
、
「
こ
と
ご
と
く
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る

も
の
は
、
十
二
世
紀
末
の
「
玉
葉
」
か
ら
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
打
ち
消
し
表
現
を
伴
っ
て
陳
述
副
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
れ

に
や
や
遅
れ
て
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
見
ら
れ
る
。
こ
の
間
の
時
間
的
な
差
異
が
小
さ
い
た
め
、
そ
の
先
後
関
係
を
論
ず
る
こ
と
は
困
難
で
は

あ
る
が
、
「
玉
葉
」
に
見
ら
れ
る
「
全
分
」
の
二
例
が
総
て
「
こ
と
ご
と
く
」
の
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
明
月
記
」
で
は
四
例
の
う
ち
三

例
が
「
こ
と
ご
と
く
」
の
意
味
、
一
例
が
陳
述
副
詞
で
あ
り
、
「
勘
仲
記
」
で
は
三
例
が
総
て
陳
述
副
詞
で
あ
る
こ
と
。
又
、
全
体
と
し
て
十

三
世
紀
前
半
で
は
「
こ
と
ご
と
く
」
の
意
味
の
「
全
分
」
の
例
が
や
や
多
い
が
、
十
三
世
紀
後
半
以
降
は
陳
述
副
詞
の
例
が
多
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
「
こ
と
ご
と
く
」
の
意
味
の
副
詞
用
法
が
先
に
生
じ
、
そ
の
後
陳
述
副
詞
の
用
法
が
生
じ
た
と
考
え
る
こ
と
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
十
三
世
紀
後
半
よ
り
陳
述
副
詞
と
し
て
の
用
法
が
よ
り
優
勢
に
な
っ
て
い
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

連
体
修
飾
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
「
全
分
」
は
、
既
に
中
国
の
仏
典
に
も
見
ら
れ
た
が
、
公
家
日
記
・
古
文
書
に
お
い
て
は
十
三
世
紀
に

そ
の
例
を
見
ず
、
十
四
世
紀
に
入
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
仏
典
に
見
ら
れ
る
「
全
分
」
が
、
「
す
べ
て
の
…
…
」
の

意
味
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
公
家
日
記
・
古
文
書
で
は
「
ま
っ
た
く
の
…
…
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
起
因
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
家
日
記
・
古
文
書
に
お
け
る
連
体
修
飾
語
と
し
て
の
「
全
分
」
は
、
中
国
仏
典
の
意
味
・
用
法
を
そ

の
ま
ま
受
け
継
い
だ
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
副
詞
と
し
て
変
化
し
た
「
全
分
」
か
ら
あ
ら
た
め
て
派
生
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
全
分
」
の
意
味
・
用
法
の
変
化
が
な
ぜ
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
同
義
・
類
義
の
副
詞
を
視
野
に
入
れ
て
、
総
合
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
類
義
の
和
語
副
詞
「
全
く
」
と
の
関

T
こ

係
が
注
目
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
事
実
の
指
摘
だ
け
に
止
め
て
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
こ
と



に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
院
政
期
以
降
「
全
分
」
が
副
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
公
家
日
記
・
古
文
書
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
公
家
日
記
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
僅
か
に
「
玉
葉
」
「
明
月
記
」
「
勘
仲
記
」
そ
し
て
南
北
朝
期
以
降
の
「
園

太
暦
」
等
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
院
政
期
以
降
の
調
査
し
得
た
そ
の
他
．
の
公
家
日
記
（
廣
記
を
含
め
た
、
中
右
記
・
殿
暦
・
永
昌
記
・

江
記
・
長
秋
記
・
兵
範
記
・
平
知
信
朝
臣
記
・
台
記
・
山
根
記
・
吉
記
・
三
長
記
・
猪
熊
関
白
記
・
玉
薬
・
後
鳥
羽
院
展
記
・
順
徳
院
展
記
・

岡
屋
関
白
記
・
平
戸
記
・
妙
塊
記
・
後
深
草
天
皇
御
記
・
吉
続
記
・
伏
見
天
皇
展
記
・
冬
平
公
記
・
後
宇
多
院
御
記
・
後
伏
見
天
皇
御
記
・

花
園
天
皇
廣
記
・
匡
速
記
・
後
小
松
院
展
記
・
康
富
記
・
建
内
記
・
後
法
興
院
記
）
　
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
「
全
分
」
は
公

家
日
記
に
は
使
用
さ
れ
に
く
い
言
葉
で
あ
っ
た
と
す
ら
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
平
安
遺
文
・
鎌
倉
遺
文
・
南
北
朝
遺
文
所
収
の

古
文
書
に
見
ら
れ
た
「
全
分
」
　
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
文
書
に
使
用
さ
れ
る
の
か
、
文
書
の
記
主
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

次
に
掲
げ
る
表
は
、
各
遺
文
所
収
の
文
書
を
記
主
別
に
分
類
し
、
そ
の
文
書
番
号
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
全
分
」
の
用
い
ら
れ
た
文
書
総
数
三
三
通
の
う
ち
、
二
四
通
（
七
二
・
八
％
）
が
僧
侶
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
又
、
寺
院
の
下

に
神
宮
が
置
か
れ
、
百
姓
等
の
教
育
に
僧
侶
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
と
い
う
こ
の
時
代
の
状
況
を
加
味
す
る
な
ら
ば
、
二
八
通
（
八
四
・
八

％
）
に
つ
い
て
、
僧
侶
と
「
全
分
」
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
の
文
書
の
う
ち
、
平
安
遺
文
八
二
〇
五
九
）
は
、
先
掲
の
よ

う
に
藤
原
清
衡
の
願
文
で
あ
る
が
、
こ
の
願
文
を
草
し
た
の
は
藤
原
敦
光
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
貴
族
の
文
書
に
分
類
す
る
べ

き
か
も
し
れ
な
い
が
、
願
文
と
い
う
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
な
お
仏
教
と
の
関
係
を
絶
ち
が
た
い
。
又
、
鎌
倉
遺
文
八
二
七
六
六
三
）
は
「
某
書

状
礼
紙
書
」
と
い
う
も
の
で
記
主
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
の
端
裏
に
「
「
心
房
僧
都
御
房
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
僧
侶
と
の
関
係
を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
全
分
」
の
用
い
ら
れ
た
文
書
の
八
割
強
に
つ
い
て
、
僧
侶
又
は
仏
教
と
の
関
係
を
指
摘
し
う
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
主
の
偏
り
か
ら
、
仏
教
用
語
と
し
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
「
全
分
」
は
、
そ
の
後
、
意
味
・
用
法
を
変
化
さ
せ

な
が
ら
も
、
鎌
倉
時
代
に
は
な
お
一
部
の
例
外
を
除
い
て
僧
侶
達
を
中
心
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

「
全
分
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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一
三
二

そ 百 申1人l
曽′1 記

主
の
他
姓 官

貴武某 囲 囲 国二五六

文

書

番

号

族

囲

家

国匪

九
七

九
五一

七
〇
’
三

‾
三
○ 九 四一ヽノ二
＝

一
九
四

囲

四
五
五
。

二
〇
五
九

囲

一
八
八
三
三

二
七
六
六
三

五
九
○

ニ

ー〇

一
七
六

・
二
三
二

一
四

囲

七
〇
八
一
・
四
三
七
二

四
五
七

・
一
五
六
五
〇

．

ニ

ー六
〇
九
三

・
二
六
五

〇
三
四

同
凶
二
五
八
八

’

七
五
九
八
二

‾
六
〇
四
二

・
＿

‾
八
・
二
六
七
八

［問
圃
四
二
九
五
＝

四

二
六
四

・
二
七
二
二
二

五
八
〇

・
五
九

＿

‾〇
三

一
一
二

一
一
五
八
五

二

一四
五
六

一
・
二

六

・
二
九
〇
六
九

・
三
〇

一
四
五

二
＝

八
三
，

】
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三
、
「
詮
分
」
に
つ
い
て

「
明
月
記
」
　
に
は
次
の
よ
う
な
「
詮
分
」
と
い
う
言
葉
が
四
例
見
ら
れ
る
。

○
蔵
人
康
光
懸
歌
三
首
可
詠
進
由
侍
仰
、
即
持
釆
硯
紙
、
〔
割
書
略
〕
…
近
臣
恩
免
之
輩
只
範
朝
卿
、
範
基
朝
臣
、
〔
割
書
略
〕
知
長
〔
割

書
略
〕
鳥
家
四
人
、
指
名
被
仰
之
外
、
謝
剰
被
止
他
人
云
々
、
（
建
保
元
年
二
月
五
日
）

○
今
月
入
御
諸
司
用
途
薗
列
間
如
之
間
、
靖
国
務
名
字
進
成
功
乎
由
被
尋
求
、
（
安
貞
元
年
閏
三
月
二
十
日
）

○
近
年
神
宮
事
薗
剰
無
御
成
敗
云
々
、
可
恐
事
欺
、
（
安
貞
元
年
十
一
月
十
六
日
）

○
諸
御
修
法
等
明
後
日
可
延
引
、
用
途
謝
列
間
如
事
等
有
沙
汰
、
（
寛
喜
三
年
二
月
十
一
日
）

誤
写
・
誤
字
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
四
例
も
あ
る
こ
と
や
、
次
の
よ
う
に
古
文
書
・
「
園
太
暦
」
に
も
「
詮
分
」
の
例
が
見
ら
れ
る



こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
単
純
な
誤
写
・
誤
字
と
は
な
し
が
た
い
。

〇
一
隅
田
庄
二
斗
四
升
御
預
本
斗
分
詮
分
売
足

一
歓
喜
光
院
七
升
本
斗
定
詮
分
充
足

（
別
カ
）

一
散
進
所
ヨ
リ
月
引
五
升
、
今
ハ
詮

謝
剣
充
足
（
鎌
倉
遺
文
八
七
〇
八
D
東
大
寺
八
幡
宮
油
注
文
・
建
長
元
年
）

○
貿
夏
参
事
者
、
近
日
凡
出
仕
、
公
賢
窮
困
経
常
篇
候
間
、
謝
分

l
不
加
扶
持
候
、
仇
定
不
合
期
候
欺
、

（
園
太
暦
・
貞
和
三
年
十
一
月
二
十
三
日
）

私
了
簡
欺
（
間
カ
）

○
彼
卿
云
、
其
傑
委
細
猶
不
能
之
間
之
上
、
於
先
規
者
曽
不
存
知
之
上
、
如
時
服
薗
剰
不
相
異
之
旨
、
今
日
出
仕
申
出
之
條
、
更
不
可

叶
、
（
園
太
暦
・
観
応
二
年
十
二
月
二
十
二
日
）

「
詮
分
」
と
い
う
言
葉
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
中
国
の
文
献
に
は
見
出
せ
ず
、
日
本
の
古
辞
書
に
も
そ
の
記
載
例
を
見
出
せ
な
い
よ
う

（
4
）

で
あ
る
。
類
緊
名
義
抄
・
色
菓
字
類
抄
に
記
載
さ
れ
る
訓
を
も
と
に
「
詮
分
」
の
訓
読
を
試
み
る
に
も
、
文
脈
に
沿
っ
た
訓
読
は
難
し
い
。

文
脈
か
ら
解
釈
す
る
に
、
「
明
月
記
」
の
一
例
目
は
、
四
人
の
外
は
「
こ
と
ご
と
く
他
人
を
止
め
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味
、
二
・
四
例
日
は
、

用
途
が
「
こ
と
ご
と
く
開
如
す
る
」
と
い
う
意
味
、
三
例
日
は
、
神
宮
の
事
に
つ
い
て
「
ま
っ
た
く
御
成
敗
が
な
い
」
と
い
う
意
味
と
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
文
書
の
例
は
、
収
益
と
し
て
の
油
の
分
量
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
カ
所
に
つ
い
て
は
「
こ
と
ご
と

く
無
足
な
り
」
、
つ
ま
り
収
益
が
全
く
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
園
太
暦
」
で
は
、
下
に
打
ち
消
し
表
現
を
伴
い
、
「
ま
っ
た
く
扶
持
を
加

え
ず
」
「
ま
っ
た
く
相
具
さ
ず
」
と
い
う
意
味
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
解
釈
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
詮
分
」
の
意

味
は
「
全
分
」
の
意
味
と
一
致
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
古
文
書
に
見
ら
れ
る
「
無
足
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
例

を
指
摘
で
き
る
。

○
乍
歎
此
七
八
年
令
勒
仕
候
軍
、
而
日
本
被
宛
置
題
弱
之
供
料
、
猶
不
足
候
、
其
内
又
如
此
相
分
候
、
就
中
、
昔
年
到
剰
罷
成
剣
凪
候
、

（
鎌
倉
遺
文
八
二
四
五
七
）
法
印
教
阿
書
状
・
文
永
十
年
）

「
全
分
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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一
三
四

こ
の
例
で
は
、
「
当
年
は
、
こ
と
ご
と
く
無
足
に
ま
か
り
な
り
候
」
と
あ
り
、
今
年
は
収
益
が
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
文
脈
で
、

「
全
分
…
無
足
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
詮
分
無
足
」
と
「
全
分
無
足
」
と
は
同
工
事
を
述
べ
た
も
の
と
解
釈
で
き

る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
詮
分
」
と
は
「
全
分
」
の
宛
字
の
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
く
る
。
ち
な
み
に
、
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
の
「
園

（5）

太
暦
」
校
注
者
は
、
右
の
二
例
の
「
詮
分
」
に
つ
い
て
「
全
分
」
か
と
の
注
記
を
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
そ
の
注
記
は
妥
当
な
も
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
「
園
太
暦
」
に
は
も
う
一
例
、
次
の
よ
う
な
「
詮
分
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。

（之）

〇
三
億
元
大
納
言
送
状
云
、
御
幸
事
御
心
苦
、
御
共
人
魂
剣
無
之
由
被
仰
下
候
間
、
章
音
沙
汰
進
了
、
予
牛
童
古
法
丸
釆
云
、
…
去
夜

今
朝
無
供
御
用
意
、
僻
目
仙
洞
女
房
沙
汰
進
之
云
々
、
不
便
事
欺
、
（
文
和
元
年
閏
二
月
二
十
二
日
）

校
注
者
は
、
「
詮
分
」
の
「
分
」
に
対
し
て
「
方
カ
」
と
注
記
を
施
し
、
本
例
に
つ
い
て
は
「
全
分
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
詮
分
」
が
「
全
分
」
の
宛
字
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
立
つ
な
ら
ば
、
御
幸
の
供
人
が
「
ま
っ
た
く
い
な
い
」
と
い
う
事
情
を
大
納

言
が
伝
え
た
こ
と
に
な
り
、
牛
童
の
報
告
「
去
夜
今
朝
無
供
御
用
意
」
と
も
矛
盾
な
く
結
び
つ
い
て
解
釈
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
明
月
記
」
「
園
太
暦
」
等
に
見
ら
れ
る
「
詮
分
」
は
、
「
全
分
」
の
宛
字
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
文
脈
上
の
意
味
を

解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
そ
の
読
み
方
で
あ
る
。
古
辞
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
「
全
分
」

（6）

は
「
ゼ
ン
ブ
ン
」
と
読
ま
れ
て
お
り
、
呉
音
で
読
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
の
仏
典
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
を
通

じ
て
僧
侶
中
心
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
呉
音
で
読
ま
れ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
詮
分
」

が
「
全
分
」
の
宛
字
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
呉
音
で
読
ま
れ
た
も
の
と
ば
か
り
は
言
え
な
く
な
る
。
韻
鏡
に
よ
れ
ば
「
全
」
字
は
山

摂
濁
音
字
で
あ
っ
て
、
漢
音
で
は
清
音
、
呉
音
で
は
濁
音
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
詮
」
字
は
山
摂
次
清
字
で
あ
り
、
漢
音
呉
音
の
区
別

（7）

な
く
清
音
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
全
分
」
が
漢
音
で
「
セ
ン
ブ
ン
」
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
発
音
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
「
詮

分
」
と
い
う
宛
字
が
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
宛
字
に
よ
っ
て
、
当
時
の
清
濁
の
問
題
を
明
確
に
す
る
も
の
と
し
て
、

（8）

「
無
実
」
の
宛
字
で
あ
る
「
無
失
」
、
「
殿
下
」
の
宛
字
で
あ
る
「
天
下
」
が
あ
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
「
全
分
」
は
、



文
明
本
節
用
集
等
で
呉
音
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
総
て
漢
音
で
読
ま
れ
て
い
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
今
は
、
漢
音

で
読
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
証
と
し
て
こ
の
「
詮
分
」
を
考
え
て
み
た
い
。

な
お
、
本
字
「
全
」
に
対
し
て
、
宛
字
「
詮
」
が
画
数
の
多
い
複
雑
な
文
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
問
題
が
あ
る
。
一
般
的
に
宛
字
の
方

が
画
数
の
少
な
い
簡
略
な
文
字
が
選
ば
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
資
料
に
よ
る
と
、
そ
う
い
う
例
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
「
中

（9）

山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
」

（
本
字
）

葦
昭
十
和
比
干
易
牙
留
侯
巣
父
仁
義

に
は
次
の
よ
う
な
、
本
字
よ
り
宛
字
の
方
が
画
数
の
多
い
例
が
あ
る
。

（
宛
字
）

葦
照
篇
花
彼
漠
易
賀
流
喉
相
舞
仁
儀

何
故
「
全
」
字
に
対
し
て
「
詮
」
字
が
宛
て
ら
れ
た
の
か
、
今
後
検
討
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
例
か
ら
し
て
画
数
の
多
い

「
詮
」
字
が
宛
て
ら
れ
た
こ
と
も
特
異
な
例
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
、
「
明
月
記
」
「
園
太
暦
」
そ
し
て
古
文
書
に
も
「
詮
分
」

の
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
全
分
」
の
宛
字
と
し
て
の
「
詮
分
」
は
そ
の
使
用
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
有
し
て
い
た
も
の
と
理
解

さ
れ
る
。

「
全
分
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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国
語
に
お
け
る
漢
語
副
詞
に
つ
い
て
考
究
す
る
た
め
の
一
段
階
と
し
て
、
中
世
に
打
ち
消
し
表
現
を
伴
っ
て
使
用
さ
れ
る
漢
語
副
詞
の
う

ち
、
「
全
分
」
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
に
お
い
て
は
、
漢
籍
と
仏
典
で
そ
の
意
味
・
用
法
に
大
き
な
差
異
が
あ
る

こ
と
。
日
本
に
は
、
仏
典
・
仏
典
注
釈
書
に
よ
っ
て
「
全
分
」
が
も
た
ら
さ
れ
、
平
安
時
代
に
は
専
ら
仏
教
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
、
専
門

用
語
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
世
以
降
、
意
味
変
化
し
て
副
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
変

化
は
先
ず
「
こ
と
ご
と
く
」
の
意
味
か
ら
、
や
や
遅
れ
て
打
ち
消
し
表
現
を
伴
う
「
ま
っ
た
く
」
と
い
う
陳
述
副
詞
の
用
法
に
至
る
。
し
か

し
、
「
全
分
」
を
使
用
す
る
の
は
鎌
倉
時
代
を
通
し
て
僧
侶
を
中
心
と
し
た
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
又
、
「
全
分
」
は
「
詮
分
」

と
い
う
宛
字
で
も
用
い
ら
れ
、
呉
音
読
だ
け
で
は
な
く
、
漠
音
読
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
。

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
「
全
分
」
「
詮
分
」
の
例
を
も
と
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
用
例
数
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
既

に
述
べ
た
よ
う
に
、
僧
侶
を
中
心
と
し
た
使
用
と
い
う
偏
っ
た
位
相
を
持
つ
も
の
で
あ
れ
ば
、
用
例
数
の
少
な
さ
は
い
た
し
か
た
の
な
い
も

の
で
は
あ
る
が
、
な
お
用
例
を
採
集
し
て
論
の
補
強
に
つ
と
め
た
い
と
思
う
。
又
、
宛
字
に
つ
い
て
述
べ
る
に
至
っ
た
が
、
資
料
と
し
て
用

い
た
も
の
が
活
字
本
で
あ
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。
活
字
本
使
用
に
お
け
る
危
険
性
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
、
今
後
は
原
本
・

影
印
本
を
調
査
し
て
正
確
を
期
し
て
ゆ
き
た
い
。

注（1）
（2）
（3）

田
村
芳
朗
「
天
台
本
覚
思
想
概
説
」
、
日
本
思
想
大
系
『
天
台
本
覚
論
』
（
岩
波
書
店
・
昭
和
四
八
年
一
月
）
所
収
に
よ
る
。

高
橋
貞
一
『
訓
読
玉
葉
　
第
八
巻
』
　
（
高
科
書
店
・
平
成
二
年
七
月
）
　
に
よ
る
。

和
語
副
詞
「
全
く
」
の
意
味
・
用
法
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
堅
固
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
一
六
輯
・
平
成

五
年
五
月
）
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。



（
4
）
　
類
衆
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
に
は
「
ツ
プ
サ
ニ
・
ア
キ
ラ
カ
ナ
リ
・
ア
ラ
パ
ス
・
マ
タ
シ
」
の
訓
が
見
え
、
色
葉
芋
類
抄
に
は
「
ハ
カ
ル
・
ト
ム
・

ヲ
シ
フ
，
タ
ヒ
ラ
カ
ニ
・
タ
ヒ
ラ
・
ツ
ク
・
マ
ジ
バ
ル
・
エ
ラ
ブ
・
ア
キ
ラ
カ
ニ
」
の
訓
が
見
ら
れ
る
。

（
5
）
　
巻
一
～
三
は
岩
橋
小
弥
太
・
斉
木
一
馬
氏
校
注
。
巻
四
は
岩
橋
小
弥
太
・
村
田
正
志
・
永
島
福
太
郎
氏
校
注
。

（
6
）
　
文
明
本
節
用
集
・
新
刊
節
用
集
大
全
・
広
益
二
行
節
用
集
に
よ
る
。

（
7
）
　
「
全
分
」
を
漢
音
で
読
ん
だ
場
合
に
も
「
分
」
は
連
濁
に
よ
っ
て
「
ブ
ン
」
と
発
音
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
8
）
　
小
林
芳
規
「
国
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
」
『
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
（
武
蔵
野
書
院
・

昭
和
五
五
年
八
月
）
所
収
。

（
9
）
　
注
8
文
献
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
七
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
平
成
七
年
八
月
十
二
日
）
に
お
い
て
、
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
席
上
ま
た
そ
の
他
の
機
会
に
、
小
林
芳
規
先
生
・
沼
本
克
明
氏
・
鈴
木
恵
氏
・
佐
々
木
勇
氏
に
有
益
な
御
意
見
を
賜
っ
た
。
記

し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

「
全
分
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て




